
鶏肉
◆飼養動

 ブロイ

 ブロイラー

減少傾向で推

年比 0.8％減

数は、近年は

1億 3439 万

った。この結

して 5万 69

方、1戸当た

ていることか

の進展など生

る。 

◆生 産 

 27 年度

 鶏肉の生産

績の向上や、

などを反映し

他の食肉に対

を受けて、1

をわずかに上

26年度は 15

は 153 万 8

をわずかに上

肉 
動向 

ラー飼養

ーの飼養戸数は

推移しており、

減）となった。

は増加傾向で推

万 5000 羽（

結果、1戸当た

900羽（同 0

たりの出荷羽数

から、大手企業

生産の集約傾向

度の鶏肉生

産量は、品種改

消費者の経済

して、増加傾向

対する価格優位

47万 1600

上回った。26年

50万 1800

00 トン（同

上回り、過去最

養戸数、減

は、小規模飼

、平成 28年は

。一方、ブロ

推移しているも

（同 1.0％減）

たりの飼養羽数

.2％減）とな

数は、26年に

業によるイン

向が強まって

 

生産量、

改良や飼料改

済性志向や国

向で推移してい

位性に支えら

トン（同 0.7

年度以降もこの

トン（同 2.1

1.9％増）と

最高を更新し

年報畜産

減少傾向で

飼養者層を中心

は 2360 戸（

ロイラーの飼養

ものの、28年

と 26 年を下

数は 100羽減

なった（図 1）。

に引き続き増加

ンテグレーショ

ていると考えら

5 年連続

改良による増体

国産志向の高ま

いる。25年度は

られた好調な消

7％増）と前年

の傾向が継続し

％増）、27年

といずれも前年

た（図 2）。
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図2 鶏肉の
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◆輸 入 

 27 年度

鶏肉 

 鶏肉の冷蔵

大半は主に加

 輸入量は、

地価格の高止

て、40万 56

した。26年度

にタイ産の輸

に、49万 87

た。27年度

Ｆ価格）が低

トン（同 10

る水準となっ

図

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：財務省
注1：実量ベ
注2：生鮮、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
。 

度の鶏肉輸

蔵品は消費期限

加工・業務向け

平成 25年度

止まり、為替の

600トン（前

度は、加工・

輸入停止措置が

700トン（同

は、国産鶏肉

低下したことな

.5％増）と 1

った（図 3）。

図3 鶏肉の輸

省「貿易統計」 
ベース。 
冷蔵品を除く 

輸入量、

限が短いこと

けに利用される

度は、飼料価格

の円安傾向な

前年度比 4.1％

業務用需要の

が解除された

同 22.9％増）

肉の相場高や、

などの影響か

4年ぶりに 5

 

輸入量および輸入

 

年報畜産

14 年ぶり

とから、輸入品

る冷凍品である

格高などによる

などの影響を受

％減）とやや減

の増加や 25年

たことなどを背

と大幅に増加

輸入価格（Ｃ

ら、55 万 9

50 万トンを超

入価格 
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万トン超

国別に見ると

の供給国であ

ブラジルから

地の相場安を

やや増加した

タイからの輸

エンザ発生に伴

て以降、急増

格の正確性を

れ、9万 620

。 

米国からの輸

きもも肉が多

インフルエン

たび輸入停止

トン台で推移

同 8.0％減）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：財務省「貿
  注：実量ベース

え

、全体の約 8

り、タイ、米

の輸入量は、

受け、42 万

。 

入量は、16年

伴う輸入停止

している。2

求める業務筋

00トン（同 5

輸入量は、クリ

くを占めるが

ンザの発生によ

措置が取られ

しており、27

とかなりの程

図4 鶏肉の国

易統計」 
。 

8 割を占める

米国がそれに続

27 年度は、

5900 トン

年 1月の高病

止措置が25年

27 年度は、前

筋からの需要

53.0％増）と

リスマス需要

が、17年度以

より、発生州

れている。24

7年度は、2万

程度減少した

国別輸入量 

ブラジルが最

続く。 

レアル安や、

（同 4.9％増）

病原性鳥インフ

年末に解除とな

前年度に続き、

増の動きも見

と大幅に増加し

向けなどの骨

以降、高病原性

に対して、た

年度以降は 2

万 2800 トン

（図 4）。 

 

最

、

）

フ

な

、

見

し

骨

性

た

2

ン



 

鶏肉調製

 鶏肉調製品

ンナゲットな

食、中食など

原性鳥インフ

で推移してい

多数存在する

年度は、飼料

の円安傾向な

年度比 4.3％

続き、生鮮鶏

7月に中国産

響により、中

トン（同 6.3

は、前年並み

ったが、中国

（図 5）。 

◆消 費 

 27 年度

 鶏肉の推定

格優位性に支

どを背景に、

 平成 27 年

％増）とやや

 全体の約 4

期限切れ鶏肉

者の国産志向

しており、27

となった。 

 一方、輸入

変動などによ

推移しており

％増）となっ

工・業務用需

より、47万

増加し、27年

とかなりの程

製品 

品（加熱処理さ

など）の輸入量

ど）の進展や主

フルエンザの発

いた。鶏肉調製

る中国、タイか

料価格高などに

などの影響を受

％減）とやや減

肉輸入量を上

産「消費期限切

中国からの輸入

3％減）とかな

みの 40万 96

国産からタイ産

度の推定出

定出回り量は、

支えられた需要

増加傾向で推

年度は、204 万

や増加し、過去

4分の 3を占

肉」問題が発生

向の高まりな

7年度は 152

入品は、鶏肉調

より、22年度

り、25年度は

った。26年度

需要の高まりか

6300トン（

年度も、51万

程度増加した

された唐揚げ

量は、近年、

主要輸入相手

発生などを背

製品は、主に

から輸入されて

による現地価

受けて、43万

減少したものの

上回った。しか

切れ鶏肉」問題

入量が減少し

なりの程度減少

600トン（同

産へのシフト

出回り量

、近年、他の

要増大や消費

推移している

万 2600 トン

去最高を更新

占める国産品は

生した影響を

どを受けて、

2万 5000 ト

調製品との競

度以降、43～4

は、43万 570

度は、消費者の

から輸入量が

（同 9.3％増）

万 7600トン

（図 6）。 

年報畜産

げ、焼き鳥、チ

食の外部化

国における高

景に、増加傾

加熱処理施設

ており、平成

格の上昇、為

万 3800トン

の、前年度に引

かし、26年度は

題が発生した

、40万 630

少した。27年

同 0.8％増）と

が顕著となっ

、過去最

の食肉に対する

費者の健康志向

。 

ン（前年度比

した。 

は、中国産「消

を背景とした消

増加傾向で推

ン（同 1.2％増

競合や現地相場

44万トン程度

00トン（同

の低価格志向や

が増加したこと

とかなりの程

ン（同 8.7％増
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家計消費

 鶏肉消費量

肉に対する価

堅調に推移し

強い経済性志

ラム（前年度

ム（同 2.0％

％増）と増加

◆在庫 

 27 年度

 鶏肉の推定

占めることか

平成 25年度

が減少したほ

万トン（前年

年度は、国産

結果、11万

した。27 年

需要を上回る

トン（同 33

費 

量の約 4 割を

価格優位性や消

している。平成

志向を反映し、

度比 5.6％増）

増）、27年度

加傾向で推移し

度の推定期

定期末在庫量は

から、輸入量の

度は、現地価格

ほか、加工用需

年度比 27.5％

産品が減少した

7400 トン

年度は、出回り

る高水準の輸入

.3％増）と大

占める家計消

消費者の健康

成 25年度以降

、年間 1人当

、26 年度は

度は同 5.3 キロ

している（図

期末在庫

は、その 8 割

の変動に大き

格の高止まりな

需要の増加な

％減）と大幅

た一方で、輸

（同 17.3％増

り量が好調に推

入量となったた

大幅に増加した

年報畜産

消費量は、他の

康志向を反映し

降は、消費者の

当たり 5.0 キロ

は同 5.1 キログ

ログラム（同

7）。 

量、33.3

割以上を輸入品

きく左右される

などにより輸入

どを受けて、

に減少した。

輸入量が増加し

増）と大幅に増

推移した一方

ため、15万64

た（図 8）。
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◆卸売価

 27 年

 国産鶏肉の

のうち、主に

については、

や現地相場高

加え、猛暑の

グラム当たり

程度上昇した

性に支えられ

2.4％高）と

が続き、同 6

 一方、蒸し

ージなど主に

年度は、加工

推移し、同 2

26年度以降

たことから、

年度は同 32

 

◆小売価

 27 年

 鶏肉の小売

の食肉に対す

反映し、100

とわずかに上

26年度は同

円（同 0.7％

 

価格 

年度の鶏肉

の卸売価格（ブ

テーブルミー

平成 25年度

高や為替の円安

の影響や年末需

り 612円（前

た。26年度は

れた好調な消費

わずかに上昇

649円（同 3

し鶏などの総菜

に加工･業務用

工・業務用需要

65円（同 34

も引き続き、

26年度は同

7円（同 5.0

価格 

年度の小売

売価格（もも肉

する価格優位性

グラム当たり

上昇した。26年

135円（同

％高）と上昇し

肉卸売価格

ブロイラー卸

ートに仕向けら

度は、年度後半

安傾向による

需要の増加を

前年度比 6.4％

は、他の食肉に

費を受けて、

昇した。27 年

3.7％高）に上

菜やチキンナ

用利用の多い「

要の増加によ

4.5％高）と大

加工・業務用

同 311円（同

0％高）と上昇

売価格（も

肉・東京）は、

性に支えられ

り127円（前年

年度以降もこの

6.4％高）、2

した（図 10）

年報畜産

格、もも肉

卸売価格・東京

られる「もも肉

半の在庫量の減

る輸入量の減少

を受けて、1 キ

％高）とかなり

に対する価格優

同 626 円

年度は、この傾

上昇した。 

ナゲット、ソー

「むね肉」は、

より、回復基調

大幅に上昇した

用需要が旺盛だ

17.5％高）、

昇した（図 9）

もも肉）、

、25年度は、

れた好調な需要

年度比2.2％高

の傾向が継続

27年度は同 1

。 
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